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頑張る地方応援プログラム

都道府県名 東京都 市町村名

プロジェクト名
新規・継続の

区分
継続

プロジェクトの
期間

平成19年度～21年度（以後も充実
しながら継続）

政策分野の分類
（①～⑪）

住民への公表の
方法（ホームページ
アドレス等）

総事業費
（単位：千円）

（うちH20事業費）

980

980

4,027

4,027

1,018

1,018

1,918

1,918

日野市

日野市食育推進プロジェクト

プロジェクトの
目的、概要及び
具体的な成果目
標

（目的、概要）
【市民一人ひとりが、心身共に健康に生きるために、環境や特色に合った「日野市ならではの食育」を推
進】
・朝食の欠食する人の割合を半減　～テレビを見ないで朝食～　等
緑と清流の残る環境や、一校一名の栄養士による自校調理方式の学校給食、消費者が身近にいることを生かした都
市農業、地域に根ざした一万人に一人の保健師活動等、環境や特色を生かした「日野市ならではの食育」を推進
児童館土曜ランチクラブ（子どもの自立した食育推進）、日野産農産物の学校給食への供給支援、日野産大豆栽培
支援等

（具体的な成果目標）
重点推進事業Ⅰ．食育は家庭から・朝ごはんは元気の源
≪朝食を欠食する人の割合≫   (日野市現状)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（目標）
　　●数値目標１．保育園児、幼稚園児の保護者　18.6％　　　 →　5年後　→　半減
　　●数値目標２．園児（1.7％）、児童（3.8％）、生徒（9.7％） →  　5年後　→　0.0％
重点推進事業Ⅱ．安全安心でおいしい学校給食の推進
    ●数値目標３．学校給食での日野産野菜利用率（金額ベース、6月・11月の全日対象）
     （Ｈ17年度）　（Ｈ19年度） （Ｈ21年度） （Ｈ23年度）
         11.3％　→　15.0％　→ 20.0％　→　 25.0％
重点推進事業Ⅲ．地域で進めるみんなの食育
    ●数値目標４．食育推進を実施する食品関連事業者の割合
      （日野市現状・参考数値）(目標）
　         21.4%　→5年後　→　40.0％
　　●数値目標５．内臓脂肪症候群（メタボリックシンドローム）を知っている市民の割合
      （日野市現状）　　　　 　　　（目標）
           54.0％　→5年後　→　100.0％

⑥

日野市ホームページhttp://www.city.hino.lg.jp/index.cfm/6,33951,159,1639,html
市報、チラシ

プロジェクトを構成する具体の事業・施策

名称 事業概要

土曜ランチクラブ
事業

子どもの自立を促す食育（児童館で子どもが自ら昼食を作る。「昼食を親
が作ってくれないから食べない」から「親が作ってくれないなら自分で作ろ
う」という自立した食育を目指す。）

地産地消の推進
市民への情報提
供

地産地消の推進（日野産農産物の学校給食への供給支援、日野産大豆
栽培支援）
PR活動（チラシ折込、食育イベントの開催）※「（仮称）日野市食育推進条
例」、「（仮称）日野市食育推進計画」の製本も含む。

地域の食育推進
事業

食育に関する講演会（地元野菜の消費拡大や地域産業の育成、正しい
情報に基づいた健康な食生活を営む力を市民に普及する。また、「食事
バランスガイド」の普及・啓発をあわせて実施する。）

親子・家庭食育
推進事業

乳幼児の親に食育絵本の配布（食品の安全情報を含めた「食育」の考え
方と実践の方法を家庭に普及・啓発するため、受診率の高い乳幼児健診
において、地元野菜など食事に対する興味と関心を促す。また、次代を
担う若い妊産婦対象に画像診断による食生活改善指導を実施する。）
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母子栄養保健事
業

若い世代の夫婦と子ども対象：離乳食等の調理講座（離乳食、幼児食、
妊産婦の食事摂取、若い家庭の朝ごはん摂取習慣の定着などをテーマ
推進媒体として、野菜などの調理、試食を使い、実践しやすさわかりやす
さを目指す。）

高齢者食生活改
善事業

高齢者向け食と健康の調理教室（60歳以上の市民対象　食生活改善の
ための栄養相談や調理実習などを通し、地域とつながりながらいきいきと
した生活を営む情報を提供する。退職後の男性シニアに対して、地域活
動や仲間つくりも視点とした基礎的な健康調理教室と終了後の自主グ
ループ活動への支援を実施する。）

成人健康支援事
業

成人の健康講座（食からはじまる健康づくりのため、野菜をもりもり食べる
方法とその効用について栄養士講師による調理を媒体とした講習のほ
か、高血圧、高脂血症、ヘルシーダイエットなどをテーマとした同様の教
室を年8回実施する。）

成人健康相談事
業

テーブルマナー
教室

中学3年生を対象に食事の基礎・基本を学ぶため、給食を用いたテーブ
ルマナー教室を行なう。講師派遣、配膳サポート、食材補助

食に関する相談事業（健康な市民つくりのため、生活習慣病や骨粗鬆症
健診のフォローとして栄養士による食生活改善の個別相談や保健師によ
る日常生活の相談を実施する。）

食育推進事業経
費

公立保育園食育に関する指導媒体購入予算（公立保育園一斉）

保育園食育サイ
ト

公立保育園の毎日の献立紹介　、栄養指導掲載


